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「平成22年度熊本大学総合技術研究会」報告
第2技術室森田俊夫
平成23年 3月 17日から 18日、熊本大学に於いて総合技術研究会が開催された。団
を重ねるごとに参加者が増え今回は約900名の参加があった。開催分野は機械工作 ・
ガラ ス工作技術分野、装置関係技術分野、 回路 ・計測・制御技術分野、極低
温技術分野、情報・ ネット ワーク伎術分野、生態 ・農林水産技術分野、生命
科学技術分野、分析 ・評価技術分野、 実験・ 実習技術、地域貢献分野、 建築・
土木技術分野、及び環境・安全衛生管理技術分野の多岐にわたった技術分野で報
告があった。発表方式は口頭、 及びポスターで行われた。
この研究会では、当大学計測 ・技術支援部に設置されている大型機器の保守管理方法に
ついて報告した。 その発表概要を以下に示す。
発表題目
発表者
概要
rNMR装置の保守 ・管理j
森田俊夫 (福井大学工学部技術部)
核磁気共鳴装置(則R)は有機化学、}及び高分子系の研究者に最も使用される大
型機器のlつである。福井大学産学官連携本部計測・技術支援部に設置されている
NMRは機器管理者、及び教職員ユーザーで液体窒素 ・ヘリウムの充填、ヘリウム回
収バルーンの転送などを定期的に行っている。NMR室 (2か所)と研究室とは
離れているので、保守 ・管理作業にはいろいろと不便さがあった。
そこで研究室から保守 ・管理状況の確認ができれば効率的に作業が進むと考え、
測定室内に LANを整備した。さらに、 測定予約、ヘリウム回収パノレー ンの映像、
及び寒剤充填量表示を可能としユーザーが研究室等で容易に確認できるよ うにし
た。
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I開憧名称1
2 0 1 0年度 院本大学総合技術研究会
【開憧目的】
本研究会は大学、高等専門学校および大学共同利用機関白後繭者が、日常章務で担軽わっ
ている広範囲拡筏術的教育研究主嬢活動について尭査する研究会です.開催向容も通常由
学会発賓とは異なり.日常量務から生まれた創置工夫や長敗事酬などを吉めた害加者の肢
術主流と銀術向上を図ることを目的に Lております。
[開値目 】
平成 23年 3Il 17日 (木 .3月 18日 (金 )
出畳付は 3月 17日 (木)9時より行います。
[開催場所】
国立文学法人熊本大学
鼎鍵南キャンパス.鼎坐北キャンパス
〒860-8555 備本県熊本市黒撃 2丁目 39番 1号
※ 各会場の配置図については、
[information]ー [会場車内 アクセス]をご覧下さい.
t閉会式.特別講演、口頭尭童会場》
隈本大学工学部 2号館、研究棟 I
tポスターセ ッション会場》
熊本大学 北地区体育館
《施般公開3
玉置!i!意館 (国指定量要文化財)
工学部研究貰料館 (国指定重要文化財)
.衝撃極限環壇研究センタ
目ものクリ工房
※時間帯についてはブロゲラムの都合により置更することがあります。
[開憧分野】
(1)工作 ガラス工作技師分野
(2) 装置関係技術分野
(3) 回路・計潤 ・制闘技術分野
(4) 極畦逼銭情分野
(5) 情報・ネットワーク筏術分野
(6) 生態・塵林水産伎術分野
(7) 生命科学技術分野
(8)分析 評価伎荷分野
(9) 実駿 実習妓術、地埴貢献分野
(10) 建聾 土木妓術分野
( 11)環壇・安全衛生管理妓術分野
